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平
成
31
年
の
新
春
を
迎
え
る
に
あ

た
り
ま
し
て
、
謹
ん
で
新
年
の
ご
挨
拶

を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
台
風
が
次
か
ら
次
へ
と
我

が
国
に
上
陸
し
、
７
月
に
は
台
風
７
号

が
通
過
し
た
後
の
西
日
本
豪
雨
で
京

都
府
も
多
大
な
被
害
に
み
ま
わ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
６
月
の
大
阪
府
北
部
地

震
、
９
月
の
北
海
道
胆
振
東
部
地
震
な

ど
、
毎
年
の
よ
う
に
繰
り
返
さ
れ
る
自

然
災
害
の
脅
威
を
あ
ら
た
め
て
感
じ

さ
せ
ら
れ
た
一
年
で
し
た
。
そ
の
よ

う
な
中
で
、
10
月
に
は
本
庶
佑
先
生

が
ノ
ー
ベ
ル
生
理
学
・
医
学
賞
を
受

賞
さ
れ
る
と
い
う
明
る
い
ニ
ュ
ー
ス

が
あ
り
、
ま
た
ス
ポ
ー
ツ
の
分
野
で
は

平
昌
冬
期
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
引
き
続

き
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
も
日
本
選

手
の
活
躍
が
大
い
に
期
待
で
き
る
年

で
し
た
。

　

昨
年
の
医
療
界
は
、
診
療
報
酬
、
介

護
報
酬
、
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
な
ど
報

酬
の
ト
リ
プ
ル
改
定
、
第
７
次
医
療
計

画
、
第
７
期
介
護
保
険
事
業
計
画
の
ス

タ
ー
ト
、
ま
た
国
民
健
康
保
険
の
財
政

運
営
責
任
が
都
道
府
県
に
移
行
す
る

な
ど
、
大
き
な
節
目
の
年
と
い
え
る
も

の
で
し
た
。

　

こ
れ
に
加
え
、「
医
師
の
働
き
方
改

革
」
や
「
控
除
対
象
外
消
費
税
へ
の
対

応
」
な
ど
が
議
論
さ
れ
て
き
た
と
こ
ろ

で
す
。「
医
師
の
働
き
方
改
革
」
は
、

こ
れ
か
ら
の
医
療
の
在
り
方
を
決
定

す
る
重
要
な
問
題
で
あ
り
、
こ
れ
を
実

行
す
る
た
め
に
は
医
師
の
地
域
偏
在

の
解
消
や
多
額
の
手
当
を
担
保
す
る

財
源
の
問
題
を
解
決
し
て
お
く
こ
と

が
必
須
の
条
件
で
す
。
し
か
し
、
医
師

の
偏
在
に
つ
い
て
は
効
力
の
疑
わ
し

い
方
策
や
、
昨
年
か
ら
始
ま
っ
た
新
専

門
医
制
度
に
お
け
る
地
域
別
の
登
録

数
を
み
る
と
、
抜
本
的
な
解
決
に
は
ほ

ど
遠
い
現
状
で
す
。
も
ち
ろ
ん
、
専
門

医
の
育
成
と
医
師
の
地
域
偏
在
と
を

連
動
さ
せ
る
こ
と
は
適
切
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
救
急
や
産
科
診
療
な
ど
地

方
の
医
療
を
守
る
た
め
の
実
効
的
な

シ
ス
テ
ム
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
労
働
環
境
の
改
善
に
つ
い
て
は

色
々
な
観
点
か
ら
議
論
が
な
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
多
額
の
財
政
支
援
を
伴
っ

た
も
の
で
な
け
れ
ば
、
聖
路
加
国
際
病

院
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
診
療
機
能
を

縮
小
せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
国
民
の

理
解
を
得
る
た
め
の
議
論
が
是
非
必

要
と
思
う
次
第
で
す
。

　

昨
年
後
半
か
ら
、
京
都
府
も
遅
れ
ば

せ
な
が
ら
地
域
医
療
構
想
に
お
け
る

機
能
別
区
分
の
定
量
化
に
取
り
組
み

始
め
ま
し
た
。
急
性
期
と
回
復
期
に

つ
い
て
は
、
他
府
県
の
試
み
を
参
考
に

し
な
が
ら
京
都
府
独
自
の
指
標
を
設

定
し
検
討
を
加
え
る
よ
う
に
と
思
っ

て
い
ま
す
。
一
方
、
人
々
の
受
療
動
向

や
今
後
の
人
口
動
態
は
各
医
療
圏
で

大
き
く
異
な
っ
て
き
て
お
り
、
現
状
を

し
っ
か
り
把
握
す
る
こ
と
が
必
要
で

す
。
現
在
の
医
療
圏
は
昭
和
60
年
に

病
床
規
制
の
た
め
に
設
定
さ
れ
た
も

の
で
あ
り
、
特
に
地
方
部
と
都
市
部
を

一
律
に
議
論
す
る
こ
と
に
は
無
理
が

あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

今
後
、
我
々
を
取
り
巻
く
医
療
環
境

は
大
き
く
変
わ
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

人
口
動
態
と
医
療
需
要
の
変
化
に
つ

い
て
は
特
に
注
目
し
て
い
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。
入
院
医
療
は
２
０
４
０

年
に
向
か
っ
て
増
加
し
、
そ
の
後
徐
々

に
減
少
し
て
い
き
、
外
来
医
療
は
２
０

２
５
年
を
ピ
ー
ク
に
減
り
続
け
る
と

い
う
予
測
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
入
院

に
お
け
る
疾
病
別
の
需
要
で
は
、
肺

炎
、
心
疾
患
、
脳
血
管
障
害
、
骨
折
の

順
に
増
加
が
著
し
い
よ
う
で
す
。一
方
、

社
会
で
は
「
第
４
次
産
業
革
命
」
が

進
行
し
て
い
ま
す
。
あ
ら
ゆ
る
も
の

が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
つ
な
が
る
IoT
、

人
工
知
能
（
AI
）、
ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
、

ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
な
ど
で
す
が
、
診
断
・

治
療
の
在
り
方
や
医
療
政
策
そ
の
も

の
を
根
本
的
に
変
え
て
い
く
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
点
に
も

十
分
注
意
を
払
い
つ
つ
、
明
る
い
未
来

を
展
望
で
き
れ
ば
と
思
う
次
第
で
す
。

　

本
庶
先
生
は
、
研
究
に
あ
た
り
「
６

つ
の
Ｃ
」
を
大
切
に
し
て
い
る
そ
う
で

す
。
京
都
府
病
院
協
会
と
い
た
し

ま
し
て
は
、
こ
の
「
６
つ
の
Ｃ
」
は

無
理
で
も
、
困
難
な
課
題
に
継
続

continuation

し
て
取
り
組
み
、
勇
気

courage

を
持
っ
て
挑
戦challenge

し
、
全
精
力
を
集
中concentrate

し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

本
年
も
、
山
積
す
る
諸
問
題
を
会
員

病
院
の
先
生
方
と
し
っ
か
り
議
論
し
、

協
力
し
て
明
日
の
医
療
の
た
め
に
取

り
組
む
こ
と
が
で
き
れ
ば
と
考
え
て

い
ま
す
。
本
年
も
、
ご
指
導
・
ご
鞭
撻

の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　

皆
様
に
と
っ
て
、
本
年
が
素
晴
ら
し

い
年
と
な
り
ま
す
よ
う
、
心
よ
り
お
祈

り
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
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平
成
30
年
度
京
都
府
保
健
医
療
・

救
急
医
療
功
労
者
等
知
事
表
彰
の
表

彰
式
が
11
月
12
日
に
執
り
行
わ
れ
、

京
都
府
病
院
協
会
か
ら
は
保
健
医
療
・

救
急
医
療
の
各
部
門
に
お
い
て
、
個

人
２
名
、
３
病
院
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た

（
他
団
体
推
薦
含
む
）。
受
賞
者
は
次
の

と
お
り
。
先
生
方
の
受
賞
を
心
か
ら

お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、

今
後
ま
す
ま
す
の
ご
活
躍
を
祈
念
い

た
し
ま
す
。

　

平
成
30
年
12
月
17
日
、
予
算
編
成
に
お
け
る
大
臣
折
衝
が
行
わ
れ
、
２
０
１
９
年

10
月
の
消
費
増
税
に
と
も
な
う
診
療
報
酬
等
改
定
率
が
左
記
の
と
お
り
決
定
い
た

し
ま
し
た
の
で
、
そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

　

２
０
１
８
年
度
診
療
報
酬
改
定
に

よ
り
新
設
さ
れ
た
「
妊
婦
加
算
」
は
、

妊
婦
や
胎
児
へ
の
影
響
を
考
慮
し
た

検
査
や
投
薬
な
ど
「
よ
り
丁
寧
な
診

療
へ
の
評
価
」
を
目
的
と
し
て
導
入

さ
れ
た
も
の
で
す
が
、
昨
今
、
十
分

な
説
明
が
な
い
ま
ま
に
加
算
が
算
定

さ
れ
た
事
例
な
ど
が
ニ
ュ
ー
ス
等
で

取
り
上
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
妊

婦
の
み
に
負
担
増
と
な
る
仕
組
み
が

「
妊
婦
税
」と
批
判
さ
れ
る
な
ど
、バ
ッ

シ
ン
グ
は
徐
々
に
拡
大
し
て
い
ま
し

た
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
を
受
け
、
与
党

か
ら
再
考
を
求
め
ら
れ
た
厚
労
省
は

対
応
策
を
検
討
し
て
き
ま
し
た
が
、

12
月
14
日
、
根
本
厚
労
大
臣
は
「
妊

婦
加
算
」
の
い
っ
た
ん
凍
結
を
表
明
。

19
日
に
開
か
れ
た
中
医
協
総
会
に
お

い
て
、「
妊
婦
加
算
」
の
取
り
扱
い
が

諮
問
さ
れ
、
１
月
１
日
以
降
の
算
定

凍
結
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
な
お
、

答
申
に
は
、
妊
婦
が
安
心
で
き
る
医

療
提
供
体
制
の
充
実
や
健
康
管
理
の

推
進
を
含
め
た
総
合
的
な
支
援
の
内

容
を
踏
ま
え
、
２
０
２
０
年
度
診
療

報
酬
改
定
に
向
け
て
、
あ
ら
た
め
て

総
合
的
な
議
論
を
行
う
こ
と
が
明
記

さ
れ
て
い
ま
す
。
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　　　　実勢価改定等  ▲0.93％
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　　　　実勢価改定等  ▲0.02％
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各
地
の
優
れ
た
病
院
を
訪
問
し
、

そ
の
先
端
技
術
や
施
設
を
見
学
、
病

院
運
営
な
ど
に
つ
い
て
意
見
交
換
を

す
る
機
会
と
し
て
例
年
開
催
し
て
い
る

「
病
院
長
研
修
」を
、
今
年
度
も
平
成

30
年
11
月
16
日（
金
）〜
17
日（
土
）に

か
け
て
、
福
島
県
郡
山
市
の
公
益
財

団
法
人
星
総
合
病
院
を
見
学
し
、
17

名
の
先
生
方
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

今
回
見
学
し
た
星
総
合
病
院
は
、

４
３
０
床
（
精
神
科
15
床
含
む
）、
32

診
療
科
を
有
す
る
急
性
期
総
合
病
院

で
、
福
島
県
郡
山
市
の
医
療
提
供
体

制
の
中
核
を
担
っ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

平
成
23
年
３
月
の
東
日
本
大
震
災
で

病
院
全
半
壊
と
い
う
大
き
な
被
害
を

受
け
な
が
ら
も
、
同
年
に
は
新
病
院

の
着
工
に
向
け
懸
命
に
努
力
さ
れ
、

翌
24
年
12
月
に
は
現
在
の
地
に
新
病

院
が
竣
工
と
な
り
ま
し
た
。

　

見
学
の
冒
頭
、
法
人
の
概
要
に
つ

い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。
地
域
の

中
核
病
院
と
し
て
急
性
期
医
療
を

担
っ
て
き
た
星
総
合
病
院
で
は
、
循

環
器
領
域
を
中
心
と
し
た
救
命
救
急

医
療
の
基
幹
病
院
と
し
て
、
取
り
組

ん
で
こ
ら
れ
ま
し
た
が
、
星
総
合
病

院
の
他
、
２
病
院
（
星
ケ
丘
病
院
、

三
春
町
立
三
春
病
院
）、１
診
療
所
（
ほ

し
横
塚
ク
リ
ニ
ッ
ク
）
と
と
も
に
、

訪
看
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
、
老
健
施
設
、

特
養
ホ
ー
ム
等
も
運
営
す
る
と
と
も

に
在
宅
医
療
を
中
心
と
し
た
地
域
連

携
に
も
積
極
的
に
取
り
組
ま
れ
て
い

ま
し
た
。
ま
た
、
自
治
体
と
の
連
携

に
よ
り
保
育
園
を
運
営
し
子
育
て
支

援
と
い
う
側
面
か
ら
も
地
域
に
根
差

し
た
事
業
を
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

急
性
期
か
ら
在
宅
、
さ
ら
に
は
子
育

て
支
援
に
至
る
ま
で
、
ま
さ
に
地
域

と
の
繋
が
り
を
大
切
に
す
る
「
お
ら

が
病
院
」
を
目
指
し
た
取
り
組
み
は

特
徴
的
で
し
た
。

　

院
内
見
学
で
特
徴
的
だ
っ
た
の
が
、

病
院
４
階
に
あ
る
「
ス
タ
ッ
フ
フ
ロ

ア
」
で
、
医
局
と
事
務
部
門
が
同
じ

フ
ロ
ア
に
配
置
さ
れ
、
垣
根
の
な
い

そ
の
フ
ロ
ア
構
造
は
一
見
の
価
値
が

あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
敷
地
内
に
あ

る
「
か
が
や
き
健
康
館
」
で
は
、
リ

ハ
ビ
リ
ス
タ
ジ
オ
や
室
内
プ
ー
ル
が

整
備
さ
れ
、
運
動
だ
け
で
な
く
食
事

や
睡
眠
、
余
暇
活
動
等
を
含
め
た
ラ

イ
フ
ス
タ
イ
ル
全
般
で
の
健
康
づ
く

り
の
推
進
を
目
指
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
敷
地
内
に
あ
る
「
ポ
ラ

リ
ス
保
健
看
護
学
院
（
４
年
制
保
健

師
・
看
護
師
総
合
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
）」

も
見
学
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

充
実
し
た
学
習
環
境
を
整
え
ら
れ
、

地
域
住
民
の
健
康
支
援
の
た
め
に
看
護

職
の
役
割
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る

人
材
の
育
成
を
実
践
さ
れ
て
お
ら
れ

ま
し
た
。
特
に
、
学
院
内
に
設
置
さ

れ
て
い
る
「
メ
グ
レ
ズ
ホ
ー
ル
」
は

式
典
や
学
生
の
研
究
発
表
の
他
、
看

護
職
と
し
て
の
豊
か
な
感
性
を
育
成

す
る
た
め
、
講
演
会
や
音
楽
が
楽
し

め
る
講
堂
と
し
て
機
能
し
て
お
り
、

時
に
は
、
地
域
の
方
々
に
も
貸
し
出

し
、
ま
さ
に
地
域
と
共
存
す
る
施
設

と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
研
修
は
、
急
性
期
医
療
か

ら
在
宅
医
療
ま
で
を
担
う
地
域
の
中

核
病
院
と
し
て
、
一
見
の
価
値
あ
る

病
院
で
、
今
後
の
病
院
経
営
に
と
っ

て
非
常
に
有
意
義
な
見
学
と
な
り
ま

し
た
。

星
総
合
病
院
を
見
学

公
益
財
団
法
人

平
成
30
年
度  

病
院
長
研
修

平
成
30
年
度  

病
院
長
研
修

会　

長　

香
　
川
　
惠
　
造

（
市
立
福
知
山
市
民
病
院
）

副
会
長　

森
　
本
　
泰
　
介

（
京
都
市
立
病
院
）

副
会
長　

辰
　
巳
　
哲
　
也

（
京
都
中
部
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
）

理　

事　

池
　
田
　
栄
　
人

（
京
都
第
一
赤
十
字
病
院
）

理　

事　

尼
　
川
　
龍
　
一

（
日
本
バ
プ
テ
ス
ト
病
院
）

理　

事　

小
　
野
　
晋
　
司

（
三
菱
京
都
病
院
）

理　

事　

小
　
林
　
　
　
裕

（
京
都
第
二
赤
十
字
病
院
）

理　

事　

島
　
崎
　
千
　
尋

（
京
都
鞍
馬
口
医
療
セ
ン
タ
ー
）

理　

事　

小
　
西
　
郁
　
生

（
国
病
機
構
京
都
医
療
セ
ン
タ
ー
）

理　

事　

杉
　
山
　
　
　
博

（
国
病
機
構
南
京
都
病
院
）

理　

事　

中
　
村
　
直
　
登

（
済
生
会
京
都
府
病
院
）

理　

事　

宮
野
前
　
　
　
健

（
国
病
機
構
南
京
都
病
院
）

理　

事　

山
　
下
　
俊
　
幸

（
京
都
府
立
洛
南
病
院
）

理　

事　

若
　
園
　
𠮷
　
裕

（
京
都
桂
病
院
）

監　

事　

倉
　
澤
　
卓
　
也

（
京
都
予
防
医
学
セ
ン
タ
ー
）

監　

事　

依
　
田
　
建
　
吾

（
介
護
老
人
保
健
施
設
マ
ム
ク
オ
ー
レ
）

院内を見学する参加者

ポラリス保健看護学院に併設されたメグレズホール
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2019年4月1日から働き方改革関連法が順次施行され、

「働き方｣が変わります!!「働き方｣が変わります!!

京都病院学会のご案内

医療機関で働くすべての人に適用されます!!

と　き

平成31年6月9日（日）午前9時～午後5時
ところ

池坊短期大学（京都市下京区四条室町鶏鉾町）

今年も平成31年6月9日（日）、池坊短期大学にて第54回京都病院学会が開催されます。今回の学会は京都府病院協会が
担当となり、辰巳哲也先生（府病協：副会長）が学会長を、池田栄人先生（府病協：理事）が実行委員長を努めます。
多数のご参加をお待ちしております。

第54回

〒600-8411
京都市下京区烏丸通四条下ル水銀屋町620番地
COCON烏丸8階（京都私立病院協会内）
TEL：075－354－8838
FAX：075－354－8802
MAIL：gakkai@khosp.or.jp

京都病院学会事務局 連絡先

「長寿社会の課題と可能性」
秋山 弘子氏（東京大学高齢社会総合研究機構 特任教授）
講師

松田 晋哉氏（産業医科大学医学部公衆衛生学 教授）
講師

基
調
講
演

「京都府における地域医療構想と
地域包括ケアの課題」特

別
講
演

時間外労働の上限規制が導入されます！
時間外労働の上限について、月45時間、年360時間を原則とし、
臨時的な特別な事情がある場合でも年720時間、単月100時間未満（休日労働含む）、
複数月平均80時間（休日労働含む）を限度に設定する必要があります。
⇒医師については応召義務等の特殊性を踏まえ、2024年度から適用※されます。
　※適用される時間外労働の上限時間等は2019年3月を目途に検討中です。

施行：2019年4月1日～　※中小企業は、2020年4月1日～
Point

1

正規雇用労働者と非正規雇用労働者の間の
不合理な待遇差が禁止されます！
同一企業内において、
正規雇用労働者と非正規雇用労働者（パートタイム労働者、有期雇用労働者、派遣労働者）の間で、
基本給や賞与などの個々の待遇ごとに不合理な待遇差が禁止されます。

施行：2020年4月1日～　※中小企業は、2021年4月1日～
Point

3

年次有給休暇の確実な取得が必要です！
使用者は、10日以上の年次有給休暇が付与される全ての労働者に対し、
毎年5日、時季を指定して有給休暇を与える必要があります。

施行：2019年4月1日～
Point

2
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